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１ 電気柵下の小型自動除草管理

２ ドローン型鳥獣追い払い機
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はじめに･･･野生鳥獣被害対策の活動体制
・各部局連携の被害対策の強化を図るため、平成19年11月に設置
・平成23年度からは知事が本部長

本庁

野生鳥獣被害対策連絡会議
（対策本部幹事会）

野生鳥獣被害対策本部

（県庁の関係部局長）

野生鳥獣被害対策支援チーム
（県内の大学、ＮＰＯ法人、
試験研究機関、
農業技術課専門技術員等）

現地機関

野生鳥獣被害対策チーム
（各地方事務所の林務課、
農政課、環境課等関係各課、
農業改良普及センター
保健福祉事務所等）

総合的
支援

野生鳥獣被害発生市町村・集落等



１．現 状
野生鳥獣による農業被害額の推移（百万円）

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

980 967 931 853 794 733 706

（単位：百万円）



２．電気柵下の小型自動除草機
(1)長野県における獣種別農業被害金額 (千円)



(2)シカの農作物被害状況



公共牧場、採草地、スキー場等の草地がシカの
餌場となり繁殖する

積雪期に撤収が可能な電気柵で侵入を防止

電気柵は通電線の
下草管理が課題

(3)シカの被害防止対策と課題
シカの対策は・捕獲と柵による侵入防止である



(4)小型自動除草機

位置情報を記憶して⇒障害物を避け自動・自走で通電
線の下を草刈できれば・・・その波及効果は？

１、人力による草刈り作業が無くなれば・・・
電気柵の下草対策が大幅に省略される結果、
電気柵設置の増加によりシカの繁殖地が減少する
⇒シカの個体数増加の抑制

２、 この技術（機械）の開発により
電気柵のみならず、水田畦畔、果樹園等での利用も想定
され需要は大きい。
⇒機械の稼働面積が増やすことが可能
⇒単位面積当たりのコスト低減が可能
※県内33牧場 1,920ha     採草地 3,090ha



２．ドローン型鳥獣追い払い機
(1)長野県における鳥種別農業被害金額 (千円)



(2)果樹類での鳥類対策と課題

長野県は全国でも屈指の果樹地帯

防鳥ネットや防鳥糸による防御は有効であ
るが、樹高のあるリンゴ等の果樹は設置が
労力的に困難。

(3)ドローン型鳥獣追い払い機

１、ドローン等による自動鳥獣追い払いのイメージ

音や光などを発する装置を搭載したドローンが
定期的に巡回して鳥を果樹園に寄せ付けない。



・昼間のみ稼動、自動充電機能あり、1台で１ha程度カバー
･位置情報を記憶させ果樹園外には出ない
・センサーにより鳥類の接近を感知し、自動発進する

２、ドローン等を稼働させる場合の条件

３、ドローン等による自動鳥獣追い開発の課題

航空法 第１３２条の２ （無人で航空機を飛行させる場合の要件）

自動的に鳥獣を寄せ付けないドローン
型鳥獣追い払い機の開発が求められる


